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山下　晋一

1. 授業の概要（ねらい）
人々が国境を越えて自由に旅行する国際観光は地球規模の国際観光交流時代を迎え、日本政府としても少子高齢化の
時代の国の原動力としてインバウンドを捉え、その誘致拡大のために、観光立国戦略を推進している。観光立国を標榜する
日本が「観光先進国」として認知されるためにはどうすればいいかという視点に立ち、本授業は国際観光の意義、日本人
の旅行マーケット特性、インバウンドの特性、海外の観光先進国の事例などを調査・分析し、現状の課題、今後の日本の観
光政策のあり方を考察する。COVID-19が国際、国内の観光に甚大な悪影響を与え、長期化する中で、その具体的な影響
を分析するとともに、COVID-19の影響を考慮した今後の国際観光の進むべき方向性を明確にしていく。本授業の中で、
国際観光の現状、実務に詳しい外部講師を招聘し、より実践的で深い知識の修得を行う。

2. 授業の到達目標
① 地域の視点から観光に関連する社会現象を説明できる。
② 観光を推進する地域の観光に関わる問題点を発見、指摘できる。
③ 国際観光についての専門用語を理解し、国際観光に関して習得した基礎知識を活用できる。
④ 日本政府の推進する「観光立国」戦略、国際観光の現状、展望を正しく理解し、説明することができる。
⑤ 海外の観光先進国の状況を正しく理解し、日本の観光政策に対する改善提言をすることができる。

3. 成績評価の方法および基準
成績評価の方法および基準
①課題の提出状況・評点②中間テストと③期末テストを実施し、累積成績によって評価する。
それぞれの評価割合は①20%、②40％、③40％とする。定期テストは配布資料の持ち込みを「可」とする。

4. 教科書・参考文献
教科書
テキストは使用しない。適宜資料を配付する。
参考文献
「観光白書」（国土交通省HP）
「旅行年報２０２０」（日本交通公社 HP）
デービッド・アトキンソン　「新・観光立国論」　東洋経済新報社

5. 準備学修の内容
講義中に関連するインターネットのサイト情報等を提示するので、事後に各回のテーマに関連したレポートをまとめること。
また、各回の最後に、次回のテーマを提示するので、事前にテキストの関連ページを予習した上で、ポイントメモを作成の
上で講義に臨むこと。

6. その他履修上の注意事項
自ら積極的に国際観光関連の基礎知識を修得し、観光に関わる課題の認識、解決策の提案を主体的に行う積極性を期
待する。
授業の進行ならびに諸般の事業により、授業計画を変更する場合があるので、各回授業の説明に注意すること。

7. 授業内容
【第１回】 授業の全体構成の解説　国際観光の意義
【第２回】 日本人の海外旅行市場の変遷と海外旅行特性
【第３回】 訪日外国人旅行市場の変遷とマーケットと特性
【第４回】 世界の観光動向：長期トレンドとCOVID-19の影響
【第５回】 航空旅客市場の変遷と国際観光の発展
【第６回】 旅行業業界の変遷と国際観光の発展
【第７回】 中間振り返りと中間テスト
【第８回】 日本の観光市場の特性
【第９回】 日本の観光地域づくりの取り組み（外部講師予定）
【第10回】 日本の世界に誇れる温泉観光地
【第11回】 国立公園満喫プロジェクトの取り組み(外部講師予定）
【第12回】 国際観光の新しい潮流（ニューツーリズム）
【第13回】 日本の観光立国戦略
【第14回】 【オンライン授業】持続可能な国際観光地域づくり
【第15回】 総括と期末テスト


